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問題・目的

父親と母親それぞれの役割は子どもとの関係の

中で成立するものであるが，その親たちも元々は

子として自分の親との関わりの中で特有の自文化

を成長させ，それをモデルとして子どもに関わっ

ている。その特有の自文化は,父親と母親が自分

の親との間で作り上げてきた家庭文化であり，さ

らに新しく築かれた家庭の中で新たな家庭文化が

作り上げられていく。

日本と中国は一衣帯水の隣国であり，東洋文化

を伝承しているが，中国の家庭文化で育てられた

筆者は，日本に留学してから，両国の文化の違い，

特に子どもを育てる環境になる家庭内の文化が異

なることに気づいた。例えば，筆者の生活してい

た中国の山東省では，父親と母親が共働きをする

家庭がほとんどであり，子どもを小さい頃から祖

父母に預けて長年にわたって子どもの世話を主に

その祖父母に託すか，育児専門のお手伝いさんを

雇い，子どものオムツ交換から寝かしつけ，離乳

食作りだけでなく，子どものしつけまでも任せて

おくといったケースがよく見られる。一方，日本

では女性が出産のため仕事をやめ，子育てに専念

するか，働きに行くとしても子どもを昼間は保育

所などに預け，夕方になって子どもを迎えに行き，

共に生活している状態である。中国ではその子ど

もの親以外の人が子どもの世話やしつけに参加し，

日本では親，特に母親ができる範囲で子育てをす

るというように，両国における家庭文化の違いが

見られる。

�（2015）は日本と中国における家庭教育概念

の比較に関する研究において，「中国の伝統的文

化では，父親と母親の役割分担が明確にされ，父

親は“正義”“権威”のイメージを持ち，子ども

の知性教育を主に担当しているが，母親は子ども
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要約

日本と中国は一衣帯水の隣国であり，東洋文化を伝承しているが，中国の家庭文化で育てられた筆者は，

日本に留学してから，両国の文化の違い，特に子どもを育てる環境になる家庭内の文化が異なることに気

づいた。本研究は1996年に染矢らによって作成された日本語版EMBU尺度（EgnaMinnenavBarndoms

Uppfostran）を用いて日本のA大学とB大学の大学生405名，中国のC大学の大学生545名を対象に

調査を行った。日本において，働くことで家計を支える役割を担う父親は機能していると言えるが，家庭

に父親が不在であることにより，昔のように父性的な役割をする父親が減少し，母親が自分の役割を果た

した上で父親の役割を担おうとすることで，子どもを守るという家庭文化が形成されている。一方，中国

においては，日本のように小さい子どもを保育所などに預ける環境がないため，共働きをする親は，子ど

もの世話を祖父母である自分の親に託したり，お手伝いさんに任せたりする現状になり，父親，母親，子

どもの役割も含めた三者関係が成り立たない家庭文化が形成されている。
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の普段の生活の世話をし，情緒面や感情面におい

て育てることがメインになる。日本において長い

間，家庭内では，家父長的家族制度があり，父親

が子どもに対して父性的な厳しい訓練を行わなけ

ればならないため，父親と子どもとの間に一定の

距離が置かれ，子どもが父親を尊重し，それに順

応していた状況の中で，母親との接触が多くなり，

母親への依存が高い。」と述べている。伝統的文

化から見れば，両国の家庭内で子どもへのしつけ

をする時，親の役割が類似していると感じるが，

現在では社会・経済的な事情により，両国の親が

家庭の中でおかれている立場や役割が変わってき

ている。そこで本研究では現在の日本人及び中国

人大学生が親の役割をどのように認知しているか，

また父親と母親それぞれからのしつけを受けた時，

どのように感じているのかを検討していきたい。

両国の親のしつけの差異を検討する場合に，子

が親の養育をどのように認知しているかに関する

尺度が必要となり，両国の大学生を対象として調

査を行うことを考え，養育体験認知に関する自己

記入式調査票である尺度を用いた。染矢ら（1996）

は研究を通して，「日本語版EMBU尺度は諸国

語版と同一の安定した因子構造と高い信頼性を持

つことが確認され，今後，比較文化的研究や精神

疾患を対象とした研究への利用に有用と思われる」

と述べている。本研究は，日本と中国の親のしつ

けの仕方，つまり家庭文化を比較して，親の養育

行動と養育態度の差異を検討することから，両国

の文化を比較することを目的としているため，染

矢らの作成した日本語版EMBU尺度が研究に相

応しいと考えられる。

方法

調査対象者

日本のA大学，B大学に所属する大学生405

名（男性：154名，女性：248名，不明：3名，

平均年齢：20.3歳，SD＝1.8，中国のC大学に所

属する大学生545名（男性：211名，女性：315

名，不明：19名，平均年齢：19.7歳，SD＝1.1）

を対象に調査を行った。

調査時期

日本人大学生に対する調査は2014年1月から

2014年4月，中国人大学生に対する調査は2014

年3月から2014年5月に実施した。

調査方法

講義時間中に担当教員が質問紙を配布し，調査

対象者にはその場で回答することを求め，質問紙

はその場で回収された。

調査内容

染矢ら（1996）による日本語版EgnaMinnen

avBarndomsUppfostran尺度（養育体験認知

に関する自己記入式調査票，以下，日本語版

EMBU：81項目）の質問項目を用いて，日本人

大学生を対象に，父親と母親それぞれから受けた

養育行動を，「1.まったくなかった」，「2.たま

にあった」，「3.時々あった」，「4.よくあった」，

「5.いつもあった」の5件法にて調査が実施され

た。

中国人大学生用の調査票は岳冬梅（1993）の中

国語版EMBU尺度の父親58質問項目と母親57

質問項目を基にして，81項目の中国語版EMBU

尺度を作成した。具体的には，日本語版尺度には

含まれているが，岳冬梅の中国語版EMBU尺度

には含まれていない質問項目を加え，本研究用の

尺度を作成した。加えた質問項目は中国留学生に

よって中国語に訳され，そして中国C大学心理

学専攻修士課程に在籍する中国人大学院生によっ

て質問項目の文意の一致性が確認された。中国人

大学生を対象に，父親と母親それぞれから1.まっ

たくなかった」，「2.たまにあった」，「3.時々あっ

た」，「4.よくあった」，「5.いつもあった」の

5件法にて調査が実施された。

結果と考察

1.両国の大学生を対象とした日本語版EMBU下

位尺度得点

日本語版EMBU尺度（染矢ら，1996）の因子

構造に従い，日本人大学生と中国人大学生を対象

として，「拒絶」，「情緒的暖かみ」，「過保護（成

績重視）」，「過保護（過干渉）」，「ひいき」の5つ
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表1 日本人大学生の日本語版EMBU下位尺度得点
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表2 中国人大学生の日本語版EMBU下位尺度得点



の下位尺度得点（合計点）の算出を行った（表1，

表2）。下位尺度得点の内的整合性に関して，日

本と中国とでは「拒絶」，「情緒的暖かみ」の内的

整合性は極めて高い。「ひいき」に関しては構成

する項目数が5つと少ない点を考慮すると，十分

な内的整合性が得られたと判断する。一方，「過

保護（成績重視）」と「過保護（過干渉）」の内的

整合性は低い。以上のように両国の結果は類似し

ており，両国の大学生がそれぞれの父親と母親に

対して抱いている感情の構造が類似していること

が推測できる。日本語版EMBU尺度は染矢らが

1996年に作成したものであるが，尺度作成より

20数年が経過した本研究調査対象の現在の大学

生にとって，「拒絶」，「情緒的暖かみ」，「ひいき」

の項目に関しては適用できると言えるだろう。両

国とも「過保護」の下位尺度の内的整合性が低く，

信頼性は低いが，考察としては意味があると考え

られる。また，染矢らが尺度を作成した20数年

前と比べ，親のしつけの仕方が変化していること

が考えられるが，本研究では日本と中国の家庭文

化の比較を通して親のしつけの差異を検討するも

のであり，新しい尺度を一から作成するより，既

存の尺度を使用することが妥当だと考える。

2.日本版 EMBU尺度に関する日本と中国との比較

日本語版EMBU尺度について，日本と中国と

の比較をt検定によって行った。表3に示したよ

うに，父親と母親の5因子において，日本と中国

とでは有意な差が認められた。親に対して，「拒

絶」「情緒的な暖かみ」「過保護（成績重視）」「過

保護（過干渉）」「ひいき」において日本人大学生

より中国人大学生の方が高く感じることを示して

いる。日本人大学生より中国人大学生が感じる父

親と母親のしつけの仕方の方が拒絶的だが，より

情緒的な暖かみがあることがわかった。親のしつ

けが厳しく，親との距離感を持つ一方で，親子に

は密接な関係があることが考えられる。また，成

績に対する期待，個人への干渉は，中国人の親の

方がより強いと言える。中国では80年代から一

人っ子政策が実施されていたため，対象となった

中国人大学生の多くは兄弟がない一人っ子であり，

家庭では注目度が高い存在になっている。これに

より，中国人大学生が家庭の中心として親と密接

な関係を持ち，兄弟がいる日本人大学生より親に

干渉され，成績が期待されることが考えられる。

劉 � 日本と中国の家庭文化の比較を通した親のしつけの差異 65

表3 日本版EMBU尺度に関する日本と中国の比較



3.両国の大学生を対象とした日本語版EMBU尺

度父親5因子間の相関係数

日本人大学生を対象として，日本語版EMBU

尺度の父親5因子間の相関関係の分析を行った。

表4に示したように，「情緒的暖かみ」と「過保

護（過干渉）」，「過保護（成績重視）」と「過保護

（過干渉）」はかなり相関があることが示唆された。

これは日本人大学生にとって，父親から「情緒的

暖かみ」「過保護（成績重視）」のしつけを受けた

時に過干渉と感じる傾向が高いことを示している。

「情緒的暖かみ」因子と「過保護（成績重視）」

因子の内容からみれば，父親の関わりが情愛的で

激励が多く，また学業や成績を重視するものであっ

た場合は，日本人大学生は，父親から干渉されて

いると感じている傾向があると言えよう。このよ

うな結果になった背景として，職場と住居が離れ

ているために父親が単身赴任になっていることや，

仕事で家にあまりいない存在であるために父親と

の関わりが薄くなっていることが考えられる。

中国人大学生を対象として日本語版EMBU尺

度父親5因子間の相関関係の分析を行った結果，

表5に示したように，5因子間には強い相関関係

が見られなかった。第1因子の「拒絶」の内容か

ら考えれば，情愛的な気持ちを感じる場合には，

父親からの拒絶的な態度や行動を受けていなかっ

たことがわかった。表2の中国人大学生の日本語

版EMBU下位尺度得点で示したように，第1因

子と第2因子の項目の平均値からみれば，中国人

大学生は拒絶より父親からの情緒的な暖かみを感

じている傾向があると言えよう。第1，2，3因子

がそれぞれ第4因子との相関を示したことは，中

国人大学生にとっては，父親の厳しさや情愛的な

関わり及び成績の重視は，自分への干渉だと感じ

ていると言えよう。調査対象となった中国人大学

生は一人っ子が多く，兄弟がいないことで基本的

には自分の気持ちや要望を受け入れてもらってい

るが，父親に干渉されていると感じる傾向もある

と言える。

一人っ子の場合は，親教育的熱心さや時間的・

経済的なゆとりがあることが可能性として挙げら

れ，生活の中で親が子どもに接する余裕を持って

いるため，子どもの行動や子どもへの関心が高く

なっていることが考えられる。また，中国では

“望子成�，望女成�（息子の出世を願う，娘の
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表5 中国人大学生の日本語版EMBU尺度父親5因子間の相関係数（n＝545）

表4 日本人大学生の日本語版EMBU尺度父親5因子間の相関係数（n＝405）



出世を願う）”という伝統的な考え方があり，多

くの親，特に子どもの教育を担当する父親は，子

どもへの要求が厳しく，学業への期待も高い傾向

がある。子どもへの期待が高いために，より良い

生活環境を子どもに提供したり，子どもを守る思

いを持って関わりすぎてしまったりしてしまう父

親は存在していると思われる。

4.両国の大学生を対象とした日本語版EMBU尺

度母親5因子間の相関係数

日本人大学生を対象として日本語版EMBU尺

度に関して母親5因子間の相関関係の分析を行っ

た。表6に示したように，「過保護（成績重視）」

と「過保護（過干渉）」とはかなり相関があるこ

とが示された。これは日本人大学生にとって，母

親から成績重視のしつけを受ける時に過干渉と感

じる傾向が高いことを示唆している。日本の近代

の基本的な家族形態は，夫と妻とその子どもたち

から構成される核家族であり，そこで子どものし

つけを主として担当するのは，妻つまり子どもの

母親であると見なされている。子どもは小さいほ

ど母親と一緒にいる時間が長く，母親と子どもの

情緒的な結びつきが強いと指摘されている。この

ような強い情緒的な結びきは，相互依存の強さに

も大きく関係すると思われる。日本人大学生は情

緒的な依存相手である母親に，学業や成績につい

て指摘されることを関わりすぎだと感じているの

かもしれない。

中国人大学生を対象として相関関係の分析を行っ

た。表7に示したように，5因子間には強い関係

性が見られなかった。中国人大学生の母親は父親

と似た関わり方をしているという結果が認められ

る。例えば，第1因子と第2因子との関係，第2，

3，5因子と第4因子との関係に示したように，

母親からは，拒絶より情緒的な暖かみを感じてい

る傾向があり，そして母親からの厳しさ，情愛的

な関わり及び成績の重視は，自分への干渉だと感

じている。また，兄弟がいないことにより自分が

家族の中心にされてはいるが，母親に干渉されて

いると感じる傾向があるかもしれない。異なって

いる点としては，第2因子と第3因子との間にお

いてやや相関が見られた。母親からの情愛的な関

わりや激励表を感じた場合は，学業や成績への期

待によるものであると感じる時があるのかもしれ

ない。
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表6 日本人大学生の日本語版EMBU尺度母親5因子の相関係数（n＝405）

表7 中国人大学生の日本語版EMBU尺度母親5因子間の相関係数（n＝545）



総合考察

1.父親のしつけについて

しつけにおける父親の役割について，辻（1981）

は「生産活動が家庭とその周囲で営まれていた時

代や，封建社会の武士の家庭などでは，父親が直

接間接に子どものしつけの一部を分担していたは

ずである。しかし，近代以後，夫（父親）の経済

活動がもっぱら家庭以外の場所で行われる傾向が

増大するにつれて，しつけにおける父親の役割は，

実質的にも理念的にもしだいに忘れられていった

ようである。」と述べている。家庭の中で父親が

存在しない状態が増え，子どもとの関わりが減り，

親子の関係が薄くなっている可能性があるのかも

しれない。多賀（2005）は性別役割分業が否定さ

れる中での父親役割について，1990年代前後か

ら「父親による乳幼児の＜世話＞は，子どもの発

達を促進し，母親の育児不安や育児の負担を軽減

し，父親自身の生涯発達を促す傾向にある。」と

指摘している一方，「父親の育児参加程度が，子

どもの年齢にかかわらず，母親に比べて圧倒的に

少ない。」，そして，日本女子社会教育会の調査に

よると「＜社会化＞役割にあたる「しつけ」につ

いては，「主に父親がする」と答えた者の割合は

わずか4％に過ぎない。」と述べている。

社会的・経済的な背景により，父親の役割の内

容が変化し，形成されている家庭文化も変わって

いく。父親が養育行動として子どもに情愛的に関

わり，成績を重視するしつけをする場合，子ども

はそれが当然な行動だと感じず，自分のことに干

渉していると認知している。調査対象は大学生で

あり，親から独立しようとする時期にあるため，

干渉されたと思ってしまう一要因になるのかもし

れないが，両国の大学生における父親への認知が

共通している点から考えれば，日本と中国とでは，

父親の家庭での役割が似ていると思われる。

内モングル教育という教育季刊において，新東

方網（オンライン教育ウェーブサイトの名称）

（2012）は，中国では家庭において，父親が子ど

もの教育を重視せず，父親の存在が薄くなってい

ると指摘している。その原因としては1.教育に

関する考え方が古い，2.家庭内において役割分

担の偏りがある，3.父親自身の責任認識が薄い

ことが挙げられた。伝統的な社会では，父親は働

くことで家計を支える役割を担い，家族の物質上

での満足を満たし，家庭の経済状況を改善して社

会における地位を安定的に保つことが主な仕事に

なり，子どもの教育と養育を全て母親に託す。こ

のような教育概念は現在の中国家庭でもよく見ら

れる。

しかし，両国の大学生において，父親から情愛

的な関わりや成績重視のしつけを受ける時，それ

が干渉だと認知していることは，大学生が父親か

ら情愛的な関わりや成績重視のしつけを望んでい

ないことを示唆している。このような結果は，現

代社会で強調されている父親が子育てをした方が

望ましいであることと正反対になり，調査対象と

なった大学生の持っている父親の役割に関する認

知は，現在の文化に影響されていないことが言え

るだろう。日本大学生において，父親の役割への

認知は自分の父親に影響されている可能性がある

が，中国大学生においては，親より子どもの世話

をする祖父母から受けた考え方や，伝統的な儒教

思想に影響されているのかもしれない。

両国で相違が見られた「拒絶」と「ひいき」の

因子については，しつけにおける家庭文化の違い

によるものであると考えられる。中国では，“不

打不成才（子どもを叩かないと，出世できない）”

という，子どもに厳しくすることは子どものため

だという伝統的な考え方がある。一方，現代の家

庭には一人か二人の子どもしかいないため，生活

の全ての面で子どもを中心にし，家庭内における

子どもの地位が高くなるという文化が形成されて

いる。しかし，父親からの厳しさと，自分が家族

の中心にされているということは，現代の大学生

にとって，受け止めにくいことなのかもしれない。

本調査の対象となった中国人大学生は，1990年

代生まれの世代であり，“90後”と呼ばれている。

“90後”が生まれた時代は，すでに中国の改革

開放という政策の成果が現れ，情報化社会への急

速な発展を遂げていたため，“90後”は情報化社
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会をどの世代よりも先に体験した世代であると言

える。時代の発展と変化により“90後”の思想

や理念は一世代上の中国人たちとは大きく異なり，

現代の大学生が，父親の役割について，自分の父

親とは異なる認識を持っている可能性がある。

2.母親のしつけについて

日本人大学生にとっては，母親から成績重視の

しつけを受ける時に過干渉と感じる傾向が高い。

また，中国人大学生においても，母親からの成績

の重視に加えて，厳しさや情愛的な関わりを受け

た時，自分が干渉されていると感じていると言え

る。兄弟がいないことにより自分が家族の中心に

されてはいるが，母親に干渉されていると感じる

傾向があるのかもしれない。一方で，母親からの

情愛的な関わりや激励を感じた場合は，学業や成

績への期待によるものだと思うのかもしれない。

辻（1981）は母親を対象とした多くの研究から，

しつけの仕方について，“①一つ一つのしつけ上

の技術・手法よりは，その背景となっている親の

子どもに対する態度が重要な意味を持つこと，②

態度の好ましい方向としては，「あたたかさ」が

特に大切なこと，③賞賛や理性に訴える積極的な

愛情指向的なしつけは，罰や叱責に訴える権力行

使的なしつけより望ましいが，無視や拒否による

消極的な愛情指向的なしつけの使用は有害なこと”

とまとめている。子どものしつけを担当する母親

の役割は，養育態度の重要さが強調され，子ども

への情緒的な暖かみかつ理性的な関わりが求めら

れており，拒否的接触が不適切なものとして見な

されているといえよう。本研究における日本人大

学生の結果からは，母親に対して「過保護（成績

重視）」と「過保護（過干渉）」との相関しか示さ

れなかった。これは，調査対象の大学生にとって，

母親からの「拒絶」「情緒的暖かみ」「ひいき」の

しつけが，彼らの持つ母親役割のイメージとほぼ

合致するものであったと言えるだろう。本来，家

庭内において教育的な機能を担うのは父親である

はずだが，現在その機能は母親が担う形に変わっ

ている。つまり，母親が子どもに学業や成績重視

のしつけをするという役割は，調査対象となった

日本人大学生にとって，それが母親の果たす機能

とは認識されておらず，そのようなしつけをされ

ると，過干渉されていると感じることが考えられ

る。母親が自分の役割を果たした上で，父親の役

割の一部も受け持つという形での日本の家庭文化

が形成されているのかもしれない。

日本と比べて，中国人大学生は母親のしつけを

自分への干渉として感じている。中国の封建社会

から現代社会まで，女性は夫を助け，子に教える

“良妻賢母”という役割として機能することが求

められてきたが，90年代の改革開放以降，女性

が社会に出て仕事に就き，自分の才能を発揮させ

るという新たな役割として機能している。激しい

社会競争の中で，女性は出産後もすぐさま社会に

復帰して仕事を継続するようになり，自分で子育

てをする余裕をなくしつつある。そのため，子ど

もの世話を祖父母に託したり，あるいは訓練を受

けた専門的な“育儿嫂（育児をするおねえさん）”

を雇ったりすることで，オムツの交換やお風呂入

れ，離乳食への移行，寝かしつけ，子どものしつ

けといった育児の一部もしくは全てを祖父母や育

児のお手伝いさんに任せる。このように母親とし

ての役割を他人に託し，十分に機能していないの

が一つの社会現象になっている。

家庭内における子どもへのしつけに対して，母

親としての役割の変化について，朱（2004）は，

女性が自分や子ども，家庭生活への期待が高けれ

ば高くなるほど，期待どおりになれない時に，子

どもを自分の理想を実現する道具と見なす傾向が

ある。また，母親は子どもを自分の一部だと考え，

自分の思う通りで子どもにものを与えたり，子ど

もの将来図を設計したりする。そして，子どもの

前で「あなたのために，たくさんのことを犠牲に

したから，頑張ってほしい」と言うことが見られ

ると指摘している。

調査対象となった中国人大学生が，母親からの

厳しさ，情愛的な関わり，成績重視，自分が家族

の中心にされている接し方を受けた時に干渉され

ていると感じていることから，母親のしつけが自

分にとっては不適切だと認知している可能性があ
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る。また，母親からの情愛的な関わりや激励を受

けた場合，自分の学業や成績への期待によるもの

だと感じていることから，母親が自分との関わり

より，成績への期待の方がより大きいと思ってい

るのかもしれない。その背景には，調査対象となっ

た大学生と母親との間の情緒的な関わりが薄いと

いう問題が存在している可能性があげられ，母親

の役割が十分に機能していない家庭文化が形成さ

れていると考えられる。

3. 日本版 EMBU尺度に関する日本と中国との比較

日本人大学生より中国人大学生が感じる父親と

母親のしつけの仕方の方が拒絶的ではあるものの，

より情緒的な暖かみがあることがわかった。親の

しつけが厳しく，親との距離感を持つ一方で，親

子には密接な関係があることが考えられる。また，

成績に対する期待や個人への干渉は，中国人の親

の方がより強いと言える。

日本の親が望む子どもの将来の姿について，

1963 年に行なわれた教育問題に関する総理府の

世論調査によると，家業継承を期待する親はわず

かで，好きな道で自由に才能を伸ばし，収入のよ

い安定した職業につくことをわが子に期待する親

が比較的多い結果が得られた。山田（1971）はこ

の調査結果について，“社会的に出世しなくとも，

社会的な名望を手に入れなくとも，まちがいのな

い安定した生活を送ってさえくれたらとささやか

に願う親の姿がある”と述べている。一方で，

（2015）は日本と中国の家庭教育概念を比較する

研究において，中国の親が子どもの出世を願い，

高い得点を取り，名門に進学し，高い学歴を得る

ことを子どもに要求することがほとんどの家庭で

見られると述べている。また，子どもは勉強だけ

に専念することを求められ，生活能力やその他の

発達をほとんどないがしろにされたため，親に依

存し自立する力が育てられなかったということが

指摘されている。両国の親では子どもへの養育態

度が異なり，子どもへの期待も明らかに相違があ

ると言える。

日本版 EMBU尺度に関する日本と中国との比

較を通して，中国人大学生のほうが親のしつけを

より自分への干渉と感じ，その背景には親の役割

が十分機能していないということが考えられる。

伝統的文化の立場から見れば，日本において，働

くことで家計を支える役割を担う父親は機能をし

ていると言えるが，父親の家庭に不在より，昔の

ように父性的な役割をする父親が減少しているた

め，母親が自分の役割を果たした上で父親の役割

を担おうとすることで，子どもを守るという家庭

文化が形成されている。一方で，中国においては，

父親と母親が家計を支える役割を機能し，情愛的

に関わって，親としてのしつけをしようとしても，

中国人大学生は，親が役割を果たしていないと認

知している。日本のように小さい子どもを保育所

などに預ける環境がないため，共働きをする親は，

子どもの世話を祖父母である自分の親に託したり，

お手伝いさんに任せたりするような現状になり，

父親，母親，子どもの役割も含めた三者関係が成

り立たない家庭文化が形成されている。
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